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1. 2020年3月期第2四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 22,478 △3.9 3,027 △3.6 2,960 △10.8 2,012 △10.7

2019年3月期第2四半期 23,392 12.6 3,139 △4.0 3,318 △1.5 2,253 △3.3

（注）包括利益 2020年3月期第2四半期　　2,548百万円 （57.4％） 2019年3月期第2四半期　　1,619百万円 （△54.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第2四半期 85.61 ―

2019年3月期第2四半期 95.86 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期第2四半期 66,309 47,528 71.2 2,007.84

2019年3月期 63,916 45,356 70.5 1,916.26

（参考）自己資本 2020年3月期第2四半期 47,202百万円 2019年3月期 45,050百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 16.00 ― 16.00 32.00

2020年3月期 ― 18.00

2020年3月期（予想） ― 22.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

2020年３月期（予想）期末配当金の内訳　普通配当18円　記念配当４円

配当予想の修正につきましては、本日公表いたしました「期末配当予想の修正（創立100周年記念配当）に関するお知らせ」をご覧下さい。

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,000 1.3 6,200 6.8 6,200 2.8 4,100 2.3 174.40

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期2Q 25,714,414 株 2019年3月期 25,714,414 株

② 期末自己株式数 2020年3月期2Q 2,205,152 株 2019年3月期 2,205,090 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期2Q 23,509,289 株 2019年3月期2Q 23,509,904 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信(添付資料)３ページ「連結業績予想などの将来予想情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調で推移

しましたものの、米中の貿易摩擦の長期化や中国経済の減速の影響を受け、輸出を中心に弱さが見られる等、先

行きは不透明な状況が続いております。 

 このような状況の下、当社グループとしましては、成長事業への設備投資や研究開発等経営資源の重点投入、

国内外での新規市場、顧客の開拓等積極的な営業活動を展開するとともに、製造原価の低減、業務効率の向上を

図り、収益の確保に取り組んでまいりました。 

 当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、界面活性剤の国内外での販売が低調であったこと等によ

り、売上高は224億７千８百万円（前年同期比3.9％減）となりました。利益面では、機能性微粒子製品の製造設

備増設に伴う償却費負担が増加したことや原燃料に係わる製造原価が上昇したこと等により、営業利益は30億２

千７百万円（前年同期比3.6％減）、経常利益は29億６千万円（前年同期比10.8％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は20億１千２百万円（前年同期比10.7％減）となりました。 

 

 当第２四半期連結累計期間のセグメント別の概況は次のとおりであります。（添付資料の９ページ「セグメン

ト情報」をご参照ください） 

 

酸化チタン関連事業 

 汎用用途の酸化チタンは、国内の販売は前期並みを維持しましたが、輸出が低調に推移したことにより、販売

数量、売上高ともに前期を下回りました。 

 微粒子酸化チタン、微粒子酸化亜鉛等の機能性微粒子製品は、化粧品向けの国内、輸出が堅調に推移し、販売

数量、売上高ともに前期を上回りました。 

 以上の結果、当事業の売上高は121億３千８百万円（前年同期比 1.4％増）となりました。 

 

その他事業 

 界面活性剤は国内の洗剤等日用品向けの販売が低調に推移、タイ、ベトナムの連結子会社の販売も低調に推移

したことにより、販売数量、売上高ともに前期を下回りました。 

 硫酸およびコンデンサ向けの導電性高分子薬剤は、販売数量、売上高ともに前期並みを維持しました。 

 無公害防錆顔料は、国内の販売は前期並みとなりましたが、輸出は欧米向けが減少し、販売数量、売上高とも

に前期を下回りました。 

 倉庫業は運賃収入や作業料等が減少し、売上高は前期を下回りました。 

 圧電材料は医療機器向けの顧客の在庫調整があり、売上高は前期を下回りました。一方、米国の連結子会社の

販売は堅調に推移し、売上高は前期を上回りました。 

 以上の結果、当事業の売上高は103億４千万円（前期比9.5％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の資産総額は、663億９百万円（前連結会計年度末比23億９千２百万円増加）と

なりました。これは主に、商品及び製品が11億６千４百万円、投資有価証券が８億９千６百万円、それぞれ増加

したことによります。

負債合計は、187億８千１百万円（前連結会計年度末比２億２千万円増加）となりました。これは主に、設備

関係未払金が10億２千１百万円増加し、支払手形及び買掛金が６億２千５百万円減少したことによります。

純資産合計は、475億２千８百万円（前連結会計年度末比21億７千２百万円増加）となりました。これは主

に、利益剰余金が16億３千６百万円、その他有価証券評価差額金が６億１千万円、それぞれ増加したことにより

ます。

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、営業活動によるキャッシュ・フローが、31

億４千７百万円の収入（前年同期比16億５千８百万円収入額の増加）となりました。主な要因は、税金等調整前

四半期純利益28億８千６百万円、売上債権の減少額21億２千４百万円、たな卸資産の増加額19億６千９百万円に

よるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、27億１千４百万円の支出（前年同期比14億２千３百万円支出額の増

加）となりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出25億７百万円によるものであります。
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財務活動によるキャッシュ・フローは、８億８千万円の支出（前年同期比１億５千９百万円支出額の減少）と

なりました。主な要因は、長期借入金の返済による支出３億８千９百万円、配当金の支払額３億７千４百万円に

よるものであります。

この結果、当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より４億６千２百万

円減少し、129億２千５百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の連結業績予想につきましては、2019年５月９日に公表いたしました業績予想を修正しております。 

詳細につきましては、本日付けで「第２四半期業績予想と実績値との差異および通期業績予想の修正に関する

お知らせ」を公表しておりますのでご参照下さい。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 13,467 13,004 

受取手形及び売掛金 14,768 12,672 

商品及び製品 5,043 6,207 

仕掛品 775 811 

原材料及び貯蔵品 3,119 3,878 

その他 438 310 

貸倒引当金 △2 △2 

流動資産合計 37,609 36,882 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,447 5,239 

機械装置及び運搬具（純額） 4,962 5,681 

その他（純額） 4,122 4,968 

有形固定資産合計 13,532 15,889 

無形固定資産    

のれん 2,117 1,942 

その他 74 93 

無形固定資産合計 2,191 2,036 

投資その他の資産    

投資有価証券 9,736 10,633 

その他 870 891 

貸倒引当金 △23 △23 

投資その他の資産合計 10,583 11,501 

固定資産合計 26,307 29,426 

資産合計 63,916 66,309 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,343 4,717 

短期借入金 1,408 1,314 

未払法人税等 878 946 

賞与引当金 384 398 

その他 3,690 4,669 

流動負債合計 11,704 12,045 

固定負債    

長期借入金 2,408 2,028 

環境対策引当金 1 1 

退職給付に係る負債 3,327 3,343 

その他 1,118 1,361 

固定負債合計 6,856 6,735 

負債合計 18,560 18,781 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,855 9,855 

資本剰余金 6,766 6,766 

利益剰余金 25,520 27,156 

自己株式 △1,791 △1,791 

株主資本合計 40,351 41,988 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,856 5,467 

繰延ヘッジ損益 33 △14 

為替換算調整勘定 48 △8 

退職給付に係る調整累計額 △241 △229 

その他の包括利益累計額合計 4,698 5,214 

非支配株主持分 306 325 

純資産合計 45,356 47,528 

負債純資産合計 63,916 66,309 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

売上高 23,392 22,478 

売上原価 17,208 16,274 

売上総利益 6,183 6,204 

販売費及び一般管理費 3,043 3,177 

営業利益 3,139 3,027 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 119 119 

為替差益 71 － 

その他 16 35 

営業外収益合計 209 156 

営業外費用    

支払利息 22 26 

為替差損 － 78 

たな卸資産廃棄損 6 77 

その他 2 41 

営業外費用合計 31 223 

経常利益 3,318 2,960 

特別損失    

固定資産除却損 44 69 

ゴルフ会員権売却損 － 4 

特別損失合計 44 73 

税金等調整前四半期純利益 3,273 2,886 

法人税、住民税及び事業税 962 875 

法人税等調整額 29 △12 

法人税等合計 991 862 

四半期純利益 2,281 2,024 

非支配株主に帰属する四半期純利益 28 11 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,253 2,012 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

四半期純利益 2,281 2,024 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △518 610 

繰延ヘッジ損益 85 △48 

為替換算調整勘定 △239 △49 

退職給付に係る調整額 9 11 

その他の包括利益合計 △662 524 

四半期包括利益 1,619 2,548 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,600 2,529 

非支配株主に係る四半期包括利益 18 19 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 3,273 2,886 

減価償却費 935 1,203 

のれん償却額 117 114 

受取利息及び受取配当金 △121 △121 

支払利息 22 26 

売上債権の増減額（△は増加） △1,174 2,124 

たな卸資産の増減額（△は増加） △551 △1,969 

仕入債務の増減額（△は減少） △155 △615 

その他 △31 121 

小計 2,314 3,770 

利息及び配当金の受取額 121 121 

利息の支払額 △22 △26 

法人税等の支払額 △924 △717 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,489 3,147 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △1,027 △2,507 

投資有価証券の取得による支出 △5 △6 

その他 △257 △201 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,290 △2,714 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △12 △98 

長期借入れによる収入 176 － 

長期借入金の返済による支出 △859 △389 

自己株式の売却による収入 － 0 

自己株式の取得による支出 △2 △0 

配当金の支払額 △327 △374 

その他 △13 △16 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,039 △880 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7 △15 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △848 △462 

現金及び現金同等物の期首残高 11,086 13,388 

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,238 12,925 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
酸化チタン 
関連事業 

その他 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 11,966 11,425 23,392 － 23,392 

セグメント間の内部売上 

高又は振替高 
－ 291 291 (291) － 

計 11,966 11,717 23,683 (291) 23,392 

セグメント利益 1,991 1,149 3,140 (1) 3,139 

（注）１．セグメント利益の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去額によるものです。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
酸化チタン 
関連事業 

その他 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 12,138 10,340 22,478 － 22,478 

セグメント間の内部売上 

高又は振替高 
－ 304 304 (304) － 

計 12,138 10,644 22,783 (304) 22,478 

セグメント利益 1,697 1,327 3,024 2 3,027 

（注）１．セグメント利益の調整額２百万円は、セグメント間取引消去額によるものです。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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